
 

 

 
 
 
 
 
 

青谷高校は地域連携と ICT 活用教育重点校になります  

本校は、平成 30 年 4 月から地域連携と ICT 活用教育に重点を置いた教育活動を

実践していきます。 

地域連携では、2 年次の『青谷学』で青谷地域の自然、歴史、文化、産業を知るこ

とをとおして青谷の良さを学ぶとともに地域の課題に気づき、問題解決のアイディ

アを出していきます。さらに３年次の『課題探究』でその課題解決に向け、Action

を起こすことで、地域に貢献する気持ちを育てます。 

 
 
 
 
 

このスローガンは、趣旨を説明し生徒が考えたものです。これからは、これを掲げ、

地域の方々と共に地域活動に取り組んでいきます。 

 

ICT 活用教育では昨年度タブレット端末（ｉＰａd）が４０台導入されました。タ

ブレット端末の活用方法はまだ研究途上ですが、例えば、『青谷学』では一人一台校

外に持って出て、興味・関心を持った場所や物を写真に撮り、プレゼンテーション資

料を作成し、発表しています。これからも様々な教育活動の場でタブレット端末が活

用できるように取り組んでいきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度の『青谷学』では、「青谷海岸ジオサイト」「青谷上寺地遺跡」「青谷の地場産業」 

「青谷の食」「青谷の漁業」「青谷の地域活動」「西因幡の伝統文化」「西因幡の農産物」 

「因州和紙」の９ つのテーマを学習しました。 
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地域とシンクロやってみよう！ 

第一回『青谷学』発表会 
３ 月 2 日（金）  

2 年次生による 1 年間の地域学

習をとおした成果発表です。 

上寺地遺跡発掘体験 

かちべ伝承館味噌作り体験 
因州和紙ランプ作成 

鳥取市青谷町総合支所 山本支所長様
より講評いただきました 
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発表後の質疑応答の様子 

自分の発表順番を待っています 生徒が来賓の方の受付・ 
     案内をしました 

生
徒
の
提
案 



 
 

 

あなたにとって青谷高校とは？ 
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卒業しました！  


